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20年前の自分からの贈り物
〜 タイムカプセル開封式 〜

イベント・行事の開催について 新型コロナウイルスの影響により、掲載している行事について、やむなく中止となる場合があります。
最新の開催状況については、各問合せ先でご確認ください。



みやま市

福岡県

越
前
町
の
姉
妹
都
市 

福
岡
県
み
や
ま
市

越
前
町
と
福
岡
県
み
や
ま
市

と
の
交
流
に
つ
い
て

　

福
岡
県
み
や
ま
市
（
旧
瀬
高
町
）
と
越
前
町
（
旧
朝
日

町
）
は
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
幸
若
舞
」
の
縁

で
、
平
成
6
年
7
月
20
日
に
友
好
姉
妹
都
市
と
し
て
姉
妹

縁
組
を
結
び
ま
し
た
。
旧
朝
日
町
は
幸
若
舞
の
発
祥
地
で
、

幸
若
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
龍
生
寺
を
始
め
、
幸
若
家
の
歴

史
を
伝
え
る
古
文
書
や
物
語
を
読
み
物
に
し
た
「
舞
の
本
」

な
ど
、多
く
の
資
料
や
文
化
財
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

旧
瀬
高
町
は
全
国
で
唯
一
残
っ
て
い
る
幸
若
舞
の
伝
承
地

で
す
。
昭
和
51
年
に
は
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
指

定
を
受
け
、
昔
の
姿
そ
の
ま
ま
に
、
毎
年
1
月
20
日
に
大

江
天
満
神
社
の
舞
堂
で
舞
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

幸
若
舞
に
つ
い
て

　

幸
若
舞
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
、
能
と
並
ん
で

武
家
達
に
愛
好
さ
れ
た
芸
能
で
あ
り
、
武
士
の
華
や
か
で

哀
し
い
物
語
を
主
題
に
し
た
も
の
が
多
く
、
こ
れ
が
共
鳴

を
得
た
こ
と
か
ら　
隆
盛
を
誇
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
ノ
谷
の
合
戦
の
平
敦
盛
と
熊
谷
直
実
の
『
敦
盛
』
な
ど

は
特
に
好
ま
れ
た
よ
う
で
す
。

　

江
戸
時
代
に
作
成
さ
れ
た
「
幸
若
系
図
」
に
よ
れ
ば
、

幸
若
舞
曲
を
創
始
し
た
の
は
源
義
家
か
ら
7
代
後
の
桃
井

播
磨
守
直
常
の
孫
、
直
詮
と
さ
れ
、
幼
名
を
幸
若
丸
と
い

っ
た
こ
と
か
ら
幸
若
舞
の
名
が
出
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

幸
若
丸
は
越
前
国
丹
生
郡
西
田
中
村
に
住
ん
で
い
ま
し
た

が
、
父
の
没
後
、
比
叡
山
の
稚
児
と
な
り
ま
し
た
。
生
ま

れ
つ
き
歌
舞
音
曲
に
優
れ
た
才
能
が
あ
り
、
草
子
に
節
を

つ
け
て
謡
っ
た
の
が
評
判
に
な
っ
て
幸
若
舞
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

児
童
交
流
事
業
に
つ
い
て

み
や
ま
市
に
つ
い
て

　

福
岡
県
み
や
ま
市
は
、
平
成
19
年
1
月
29
日
に
瀬
高
・

山
川
・
高
田
の
3
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
市
で
す
。
人

口
は
約
3
万
7
千
人
、
面
積
約
１
０
５
㎢
、
福
岡
県
の
南

端
に
位
置
し
、一
部
が
熊
本
県
に
接
し
た
地
域
で
す
。
東
部

は
清
水
山
、
御
牧
山
な
ど
の
丘
陵
や
山
系
が
連
な
っ
て
い

ま
す
。
西
部
は
有
明
海
の
干
拓
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
低
地

が
あ
り
、
全
体
と
し
て
平
坦
な
田
園
地
帯
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
主
な
産
業
は
農
業
と
漁
業
の
一
次
産
業
で
、
み
か

ん
や
セ
ロ
リ
、
ナ
ス
、
海
苔
が
有
名
な
特
産
品
で
す
。

▲みやま市章

▲みやま市シンボル
　マーク

▲みやま市マスコット
キャラクター『くすっぴー』

▲幸若舞の披露（みやま市）

　

越
前
町
と
み
や
ま
市
は
、
毎
年
児
童
交

流
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
参
加
対
象

者
は
町
内
8
つ
の
小
学
校
に
在
校
す
る
5
・

6
年
生
の
児
童
で
す
。
参
加
者
は
秋
に
み

や
ま
市
へ
2
泊
3
日
間
滞
在
し
、
み
や
ま

市
の
児
童
と
一
緒
に
花
火
作
り
や
、
幸
若

舞
の
鑑
賞
、
清
水
山
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
な

ど
を
通
じ
て
、
み
や
ま
市
に
つ
い
て
学
び
、

交
流
を
深
め
ま
す
。
そ
し
て
、
冬
に
は
み

や
ま
市
の
児
童
が
越
前
町
を
訪
れ
、
越
前

焼
体
験
や
太
鼓
体
験
、
雪
遊
び
な
ど
越
前

町
を
満
喫
し
ま
す
。
こ
の
と
き
は
越
前
町

の
み
な
さ
ん
が
笑
顔
で
み
や
ま
市
の
お
友

達
を
迎
え
ま
す
。
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
遠
隔
交
流
を
令

和
3
年
1
月
31
日
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

問
合
せ
先

　
国
際
交
流
室　
☎
３
４‒

８
７
１
３

令和元年度の
交流の様子
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町
で
は
、
越
前
町
の
地
場
産
食
材
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
町
内
の
保
育
園
を
対
象
に
お
さ

か
な
体
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
越
前
町
漁
業
協
同
組
合
女
性
部
の
み

な
さ
ん
に
講
師
を
依
頼
し
、
4
つ
の
保
育
園
・

認
定
子
ど
も
園
で
96
人
の
子
ど
も
た
ち
が
干
し

ガ
レ
イ
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
は
じ
め
は

生
の
魚
を
お
そ
る
お
そ
る
触
っ
て
い
た
子
ど
も

た
ち
で
し
た
が
、
一
生
懸
命
う
ろ
こ
取
り
や
内

臓
取
り
に
奮
闘
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
機
会
に
子
ど
も
た
ち
が
魚
に
興
味
を

持
ち
、
お
い
し
い
地
元
産
の
魚
を
た
く
さ
ん
食

べ
て
大
き
く
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

お
さ
か
な
体
験
を
し
ま
し
た

　
令
和
2
年
度
卓
越
し
た
技
能
者
の
表
彰
受
賞

者
が
決
定
し
、
染
色
・
仕
上
工
の
部
か
ら
天
王

区
の
髙
橋
千
鶴
子
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

髙
橋
さ
ん
は
染
織
に
関
し
て
、
優
れ
た
知

識
・
技
能
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
個
展
や
福
井

総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア
で
の
常
設
展
示
、

染
色
・
手
織
教
室
の
講
師
を
務
め
る
な
ど
、
染

織
の
普
及
や
後
進
技
能
者
の
育
成
に
も
貢
献
し

て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
橋
さ
ん
は
「
織
る
こ
と
が
大
好
き
で
こ
れ

ま
で
一
生
懸
命
し
て
き
た
。
自
分
ひ
と
り
で
は

な
く
、
周
り
の
み
な
さ
ん
の
ご
支
援
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
こ
の
賞
が
い
た
だ
け
ま
し
た
」
と

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
2
年
度
卓
越
し
た
技
能
者
の
表
彰
受
賞　
髙
橋 

千
鶴
子
さ
ん

▲織作業をする髙橋千鶴子さん

令
和
2
年 

秋
の
叙
勲 

受
章
者
の
み
な
さ
ん

瑞
宝
双
光
章（
地
方
自
治
功
労
）

児
玉  

忠 
さ
ん
（
西
田
中
区
）

瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

橋
本  

実
さ
ん
（
玉
川
区
）

黄
綬
褒
章
（
業
務
精
励
）

森
國  

利
文
さ
ん

（
上
糸
生
工
房
代
表
）

黄
綬
褒
章
（
業
務
精
励
）

畑
地  

久
満
さ
ん
（
金
谷
区
）

藍
綬
褒
章
（
更
生
保
護
功
績
）

前
原  

貞
一
さ
ん
（
気
比
庄
区
）

　
児
玉
さ
ん
は
、
昭
和
51
年
に
県

職
員
と
な
り
、
総
務
部
技
幹
（
福

井
市
派
遣
）
や
土
木
部
長
を
歴
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

福
井
駅
付
近
の
鉄
道
の
高
架
化

や
同
駅
周
辺
の
土
地
区
画
整
理
事

業
に
尽
力
さ
れ
、
平
成
16
年
の
福
井

豪
雨
で
は
、
公
共
土
木
施
設
の
復
旧

に
全
力
で
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
10
月
か
ら
は
、
越
前

町
の
代
表
監
査
委
員
を
務
め
ら

れ
、
町
の
行
政
運
営
に
も
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
橋
本
さ
ん
は
、
昭
和
61
年
に
鯖

江
・
丹
生
消
防
組
合
に
入
団
し
、

副
団
長
、
団
長
を
歴
任
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
元
年
に
国
道
３
０
５
号

で
起
き
た
岩
石
崩
落
事
故
や
平
成

5
年
の
道
口
区
の
大
火
災
で
は
、

現
場
に
急
行
し
て
消
防
活
動
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　
在
職
中
は
地
域
の
防
災
責
任
者

と
し
て
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
災
意

識
の
高
揚
を
呼
び
か
け
、
防
災
体

制
づ
く
り
を
実
践
し
、
火
災
予
防

活
動
に
献
身
的
に
取
り
組
ま
れ
ま

し
た
。

　

森
國
さ
ん
は
、
昭
和
61
年
に
刀

匠
の
も
と
に
入
門
し
、
作
刀
の
伝

統
と
高
度
な
技
能
を
継
承
さ
れ
ま

し
た
。

　

日
本
刀
造
り
に
打
ち
込
み
、
技

能
の
品
評
会
で
は
、
数
々
の
賞
を

受
賞
さ
れ
、
平
成
28
年
の
「
新
作

名
刀
展
」
で
は
最
高
賞
に
輝
き
、

刀
匠
と
し
て
日
本
一
の
称
号
を
得

ま
し
た
。

　

講
演
会
や
工
房
見
学
会
を
実
施

し
、
日
本
刀
の
魅
力
発
信
や
後
進

育
成
に
も
貢
献
さ
れ
、
令
和
元
年

に
は
「
現
代
の
名
工
」
に
も
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

畑
地
さ
ん
は
、
平
成
20
年
か

ら
福
井
市
に
あ
る
料
亭
「
開
花
亭

sou-an

」
の
料
理
長
を
務
め
ら
れ
、

国
内
線
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
の
機

内
食
を
監
修
し
た
ほ
か
、
平
成
29

年
に
は
、
県
内
の
料
理
人
で
初
め

て
「
現
代
の
名
工
」
に
選
ば
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
今
回
の
褒
章
受
章

者
７
７
５
人
の
中
で
、最
年
少
だ
っ

た
こ
と
も
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　
町
内
の
小
中
学
校
で
、
だ
し
の
取

り
方
を
教
え
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

に
料
理
の
楽
し
さ
や
和
食
の
素
晴

ら
し
さ
を
伝
え
、
福
井
の
食
文
化
の

発
信
に
も
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
前
原
さ
ん
は
、
平
成
14
年
に
保

護
司
と
な
り
、
丹
生
地
区
保
護
司

会
会
長
、
県
保
護
司
会
連
合
会
常

務
理
事
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
更
生
施
設
を
訪
問
し
、
犯
罪
や

非
行
を
し
た
人
に
向
き
合
い
、
信

頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
生
活
上

の
助
言
や
早
期
就
業
ま
で
の
継
続

し
た
支
援
を
行
う
な
ど
立
ち
直
り

の
手
助
け
を
献
身
的
に
務
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、 「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
を
通
じ
て
、
安
全
で
安
心

な
地
域
づ
く
り
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
10
月
13
日
、
越
前
町
漁
業
協
同
組
合
の
荷
捌

所
で
越
前
が
れ
い
「
極
」
の
お
披
露
目
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　
福
井
県
が
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
「
ア
カ
ガ

レ
イ
」
の
7
割
は
越
前
町
で
水
揚
げ
さ
れ
る
た

め
、
当
町
の
地
名
に
ち
な
み
「
越
前
が
れ
い
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
８
０
０

グ
ラ
ム
以
上
の
雌
の
み
を
厳
選
し
、「
極
」
と
認

定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。　

　
お
披
露
目
会
で
は
、
水
揚
げ
さ
れ
た
ば
か
り

の
「
極
」
に
、
包
丁
を
入
れ
て
血
を
抜
き
、
水

に
つ
け
た
後
針
金
を
通
し
て
神
経
を
壊
す
「
活

締
め
・
神
経
抜
き
」
の
実
演
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
処
理
を
す
る
こ
と
で
、
従
来
よ
り
も
鮮
度

を
長
く
保
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
刺

身
に
す
る
と
身
が
白
く
透
明
感
が
あ
り
、
プ
リ

プ
リ
と
し
た
食
感
と
上
品
な
甘
み
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
越
前
が
に
「
極
」
の
よ
う
に
、
新
た
な
極
シ

リ
ー
ズ
と
し
て
越
前
が
れ
い
「
極
」
も
全
国
屈

指
の
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
に
成
長
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
越
前
が
れ
い
「
極
」
は
、
9
月
か
ら
翌
年
1

月
の
期
間
で
出
荷
さ
れ
ま
す
。

　
お
求
め
の
際
は
、
福
井
県
漁
業
協
同
組
合
連

合
会
越
前
支
所（
☎
３
７‒

１
０
０
２
）に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
ブ
ラ
ン
ド　
越
前
が
れ
い
「
極き

わ
み

」
披
露

▲活締め・神経抜きの実演 ▲越前がれい「極」

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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マイナちゃんの　 ポイントマイナンバー　休日窓口のお知らせ
ワン

今月のマイナンバーカード休日交付窓口は27日（日）、夜間延長窓口は4日（金）、15日（火）です。ご予約は、
前開庁日の5時までに住民環境課へお電話（☎34–8708）、または予約専用ホームページからお願いします。

持ってほしイ〜ナ  マイナちゃんの「 マイナンバーカードは、○○の人におすすめ！」
今月は、『確定申告をする』人におすすめ！確定申告の提出には、マイナンバーの記載が必要です。パソコンで
申告データを送付する『e-tax』でも利用でき、今から申請しておけば、確定申告期間にも間に合います。

　
福
井
県
選
挙
管
理
委
員
会
、
各
市
町
選
挙
管

理
委
員
会
な
ど
が
主
催
し
て
募
集
を
行
っ
た

「
令
和
2
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
」の
入
賞
者
と
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

小
学
校
の
部

　
佳
作

　
　
冨
山　
　
奏
（
糸
生
小
6
年
）

　
　
野
村　
果
里
（
糸
生
小
6
年
）

　
　
安
井　
健
悟
（
糸
生
小
6
年
）

　
　
安
井　
美
結
（
糸
生
小
6
年
）

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す

　
同
じ
く
、
募
集
を
行
っ
た
「
明
る
い
選
挙
啓

発
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
」

に
つ
い
て
は
、
町
内
の
入
賞
作
品
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
応
募
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

▲安井美結さんの作品

▲安井健悟さんの作品

▲野村果里さんの作品 ▲冨山　奏さんの作品

　

障
害
に
関
係
な
く
、
希
望
や
能
力
に
応
じ

て
、
誰
も
が
職
業
を
通
じ
た
社
会
参
加
の
で
き

る
「
共
生
社
会
」
実
現
の
理
念
の
下
、
す
べ
て

の
事
業
主
に
は
法
定
雇
用
率
以
上
の
割
合
で
障

害
者
を
雇
用
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
令
和
3
年
3
月
か
ら
、
障
害
者
法
定
雇
用
率

は
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

　
農
地
を
農
地
の
ま
ま
耕
作
目
的
で
権
利
移
動

ま
た
は
設
定
す
る
と
き
は
、
農
地
法
第
3
条
に

よ
り
、農
業
委
員
会
の
許
可
が
必
要
で
す
。（
売

買
・
贈
与
・
賃
借
権
・
使
用
賃
借
な
ど
）

　
ま
た
、
通
常
で
は
農
地
法
第
3
条
の
下
限
面

積
は
50
ア
ー
ル
で
す
が
、
下
記
の
地
区
は
下
限

面
積
に
代
わ
る
面
積
を
定
め
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　
農
林
水
産
課　
☎
３
４‒

８
７
０
４

障
害
者
法
定
雇
用
率
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
民
間
企
業

　
（
現
行
）
２
．２
％ 

→
（
新
）
２
．３
％

②
国
、
地
方
公
共
団
体
な
ど

　
（
現
行
）
２
．５
％ 

→
（
新
）
２
．６
％

③
県
の
教
育
委
員
会

　
（
現
行
）
２
．４
％ 

→
（
新
）
２
．５
％

問
合
せ
先

　
福
井
労
働
局
職
業
対
策
課

　
☎
０
７
７
６‒

２
６‒

８
６
１
３

区　
　
　

域

面　
　

積

旧
糸
生
村
、
旧
織
田
村

40
ア
ー
ル

旧
四
ヶ
浦
町

30
ア
ー
ル

旧
城
崎
村

20
ア
ー
ル

空
き
家
に
付
属
し
た
農
地

１
㎡

男女共同参画・人権のとびら Vol.50
人権イメージキャラクター

人 KEN まもる君

　10月7日、朝日中学校で男女共同参画気づき事業を開
催しました。今回、福井工業大学の武内昭子先生に「自分
も相手も大切にするコミュニケーション術」の授業をして
いただきました。
　武内先生は、 「一方的に自分の意見を押し付けるのでも、
我慢するのでもなく、お互いを尊重しながら率直に自己表
現ができるようになることを目指すことが、自分も相手も
大切にするコミュニケーションの基本」だと教えてくれま
した。
　朝日中学校の生徒のみなさんの感想を一部ご紹介します。

◦私はもともと自分の発言ができず、相手ばかりを優先さ
せてしまい我慢ばかりしていて人づき合いも苦手だった
けれど、今回の授業で人への接し方が少し分かりました。

◦人との会話は「話す」ということより「聴く」というこ
とがどれほど大切か、改めて知ることができました。

問合せ先　男女共同参画・人権室　 ☎34‒8715

男女共同参画気づき事業　in  朝日中学校

　
11
月
17
日
に
開
か
れ
た
臨
時
議
会
に
お
い
て
、

木
村
繁
議
員
が
指
名
推
選
に
よ
り
、
議
長
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

木
村
議
長
の
あ
い
さ
つ

　
「
任
期
は
、
令
和
3
年
3
月
12
日
ま
で
と
短
期

間
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
生
懸
命
、
誠
心
誠

意
努
め
て
参
る
所
存
で
す
。
町
民
の
み
な
さ
ん

に
は
、
町
議
会
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」

町
議
会
議
長
の
就
任
に
つ
い
て

問
合
せ
先　
議
会
事
務
局　
☎
３
４‒

８
７
１
２

▲木村議長

　
11
月
14
日
、
県
立
ホ
ッ
ケ
ー
場
で
、
２
０
２
０ 

Ｅ
ｃ
ｈ
ｉ
ｚ
ｅ
ｎ 

Ｈ
ｏ
ｃ
ｋ
ｅ
ｙ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ
が

開
か
れ
、
町
内
の
男
女
各
4
チ
ー
ム
、
約
80
人

が
出
場
し
ま
し
た
。

　
選
手
の
み
な
さ
ん
は
、
緊
張
感
を
も
っ
て
試

合
に
臨
み
、大
会
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

大
会
結
果

　
男
子
の
部
　

　
　
優　
勝　
Ｅ
ｃ
ｈ
ｉ
ｚ
ｅ
ｎ 

Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
２

　
　
準
優
勝　
朝
日
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
第
3
位　
糸
生
・
常
磐
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
　
　
少
年
団

　
女
子
の
部

　
　
優　
勝　
糸
生
・
常
磐
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
　
　
少
年
団

　
　
準
優
勝　
Ｅ
ｃ
ｈ
ｉ
ｚ
ｅ
ｎ 

Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
２

　
　
第
3
位　
朝
日
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

Ｅ
ｃ
ｈ
ｉ
ｚ
ｅ
ｎ 

Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
２

福
岡
辰
斗
主
将
の
コ
メ
ン
ト

　
み
ん
な
で
攻
め
て
、
守
っ
て
、
点
を
取

り
合
っ
て
、
Ｓ
Ｏ
戦
で
勝
つ
こ
と
が
で
き

て
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

糸
生
・
常
磐
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

藤
井
音
々
主
将
の
コ
メ
ン
ト

　
チ
ー
ム
の
み
ん
な
で
力
を
一
つ
に
し
て

勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

の
中
、
優
勝
で
き
た
こ
と
は
思
い
出
に
な

り
ま
し
た
。

２
０
２
０　
Ｅ
ｃ
ｈ
ｉ
ｚ
ｅ
ｎ 

Ｈ
ｏ
ｃ
ｋ
ｅ
ｙ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ

▲ Echizen HOMES2のみなさん▲糸生・常磐ホッケースポーツ少年団のみなさん

I n f o r m a t i o nえちぜん町からのお知らせ
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冬
季
間
の
運
行

　
冬
季
間
は
、
積
雪
の
た
め
バ
ス
の
発
着
時
刻

の
遅
れ
な
ど
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
利
用
さ
れ
る

み
な
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
宮
崎
地
区
巡
回
ル
ー
ト
の
蚊
谷
寺
か

ら
蟬
口
区
間
は
、
積
雪
の
場
合
は
運
行
で
き
ま

せ
ん
の
で
、昨
年
同
様
迂
回
し
て
運
行
し
ま
す
。

※
バ
ス
停
に
よ
っ
て
は
、
10
分
程
度
遅
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

年
末
年
始
の
運
行

　
12
月
29
日
㈫
か
ら
1
月
3
日
㈰
ま
で
の
期
間

は
、
全
便
運
休
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
期
間
は

デ
マ
ン
ド
便
の
予
約
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
1
月
4
日
㈪
か
ら
は
、
通
常
運
行
し
ま
す
。

　
県
内
で
は
、
10
月
に
死
亡
事
故
が
相
次
い
で

発
生
し
、
月
別
で
は
今
年
最
多
の
9
人
が
犠
牲

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
高
齢
者
に
よ

る
事
故
、
ま
た
高
齢
者
が
犠
牲
に
な
る
事
故
が

半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
降
雪
や
路
面
凍
結
が

起
こ
り
や
す
く
、
年
末
に
か
け
て
混
雑
な
ど
に

よ
る
交
通
事
故
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

交
通
事
故
は
他
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

命
を
守
る
た
め
、
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
安
全
確
認
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
歩
行
者
は
、
夕
暮
れ
や
夜
間
に
外
出
す
る
と

き
に
は
、
明
る
い
服
装
や
反
射
材
を
身
に
着
け

ま
し
ょ
う
。
運
転
者
は
、
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ

12
月
11
日
か
ら
20
日
は
「
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
期
間
」
で
す

問
合
せ
先

　
公
共
交
通
対
策
室　
☎
３
４‒

８
７
２
２

や
ハ
イ
ビ
ー
ム
を
活
用
す
る
な
ど
、
歩
行
者
の

早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。　

問
合
せ
先　
防
災
安
全
課　
☎
３
４‒

８
７
２
１

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
法
や
地
方
税

法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生
年
金
な
ど
の
社
会
保

険
料
を
納
付
し
た
場
合
と
同
様
に
、
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除

さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
今
年
の
1
月
か

ら
12
月
中
に
納
め
た
保
険
料
全
額
で
す
。
過
去

の
年
度
分
や
追
納
し
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
は
な
く
、

配
偶
者
や
お
子
さ
ん
な
ど
の
国
民
年
金
保
険
料

を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ

せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
控
除
を

受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を

行
う
と
き
に
、
領
収
証
書
な
ど
保
険
料
を
支

払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要

で
す
。

　

県
内
で
結
婚
を
希
望
す
る
人
を
支
援
す
る

「
ふ
く
い
婚
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
が
、
11

月
22
日
に
福
井
市
で
開
設
し
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
Ａ
Ｉ
が
お
相
手
を
紹
介
し

て
く
れ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
運
営
し
て

お
り
、
こ
の
た
び
シ
ス
テ
ム
の
出
張
登
録
会
を

越
前
町
で
開
催
し
ま
す
。

日　
時　
12
月
11
日
㈮

　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
ま
で

会　
場　
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
2
階

　
　
　
　
会
議
室
3

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
出
張
登
録
会
の
お
知
ら
せ

　
こ
の
た
め
、
1
月
か
ら
9
月
ま
で
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人
に
は
、
11
月
上
旬

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
を
送
付
し
て
い

ま
す
の
で
、
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明

書
ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

（
10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ
め

て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
た
人
へ
は
、

翌
年
の
2
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。）

　
税
法
上
で
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、
老
後
は

も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど
万
一
の
と
き
に
も

心
強
い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
の
で
、
保
険
料

の
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

　
武
生
年
金
事
務
所　
☎
２
３‒

１
１
２
６

対　
象

県
内
に
お
住
ま
い
か
お
勤
め
で
、
今
後
も
定

住
す
る
20
歳
以
上
の
独
身
者

登
録
料　
５
０
０
０
円

定　
員　
5
人
（
先
着
順
）

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
入
力
フ
ォ
ー
ム
か
ら

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

　
ふ
く
い
婚
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
７
７
６‒

８
９‒

１
０
８
６

　「障害者週間」は、障がいのある人の福祉についての関心と理解を深めるとともに、障がいのある人が社会、経済、
文化などの活動に積極的に参加する意欲を高めることを目的としています。
　障がいのあるなしに関わらず、共に生きていく社会をつくるためには、お互いを尊重し、支え合うことが大切です。
　障がいのある人もない人も障がい福祉に関する相談窓口があるので、ぜひご利用ください。

◦ご存知ですか、ヘルプマーク
 義足や人工関節を使用している人、内部障がいや難病の人、または妊娠初期の人な

ど、外見から分からなくても援助や配慮を必要としている人が、周囲の人に配慮を
必要としていることを知らせることで、援助を得やすくなるよう、作成されたマー
クです。

 ヘルプマークを付けている人を見かけたら、思いやりのある行動をお願いします。

問合せ先　福祉課　☎34‒8725

●障がい福祉に関する町内の相談窓口

12月3日から9日は「障害者週間」です

名　　　称 所　　在　　地 連　　絡　　先 相　談　内　容

越前町役場　福祉課 西田中13–5–1 ☎34–8725
FAX 34–1235

手帳の手続き・福祉サービス申請、
虐待・差別相談

越前町相談支援センターさざんか
（こども支援センターえがお内） 朝日1丁目201 ☎34–2501

FAX 34–2507
福祉サービスの利用や制度、
虐待・差別相談

越前町社会福祉協議会 西田中8–20–1 ☎34–2388
FAX 34–0794

福祉啓発、ボランティア育成、
困りごと相談

ふくしの相談窓口　といといとい
(フ・クレール店舗内 ) 朝日1丁目504

毎月第2木曜日
午後1時30分
〜 4時まで

（来所相談のみ）

障がい、難病、高齢、児童などに
関係なく、いろいろな相談を受付

ヘルプマーク

越
前
町
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
若
者
就
職
奨
励
金

　
越
前
町
に
移
住
し
て
、
町
内
外
の
事
業
所
で

定
職
に
就
い
た
若
者
に
奨
励
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

交
付
対
象
者（
①
〜
⑤
）の
す
べ
て
を
満
た
す
人

①
県
外
に
1
年
以
上
居
住
し
、
越
前
町
に
住
所

を
有
す
る
人

②
町
内
外
の
事
業
所
に
正
規
雇
用
さ
れ
た
人

③
事
業
所
へ
採
用
後
、
6
か
月
以
上
継
続
し
て

雇
用
さ
れ
て
い
る
人

④
採
用
時
の
年
齢
が
30
歳
未
満
で
あ
る
人

⑤
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
て
か
ら
5
年
以
上
本

町
に
定
住
し
よ
う
と
す
る
人

奨
励
金
の
額

　
1
人
に
つ
き
5
万
円

就
職
関
係
奨
励
金
の
お
知
ら
せ
（
平
成
31
年
4
月
1
日
以
降
に
就
職
さ
れ
た
方
へ
）

越
前
町
地
元
大
学
等
卒
業
生
就
職
奨
励
金

　

福
井
県
内
に
所
在
す
る
大
学
や
短
期
大
学
、

専
門
学
校
な
ど
を
卒
業
し
、
町
内
外
の
事
業
所

で
定
職
に
就
い
た
若
者
に
奨
励
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

交
付
対
象
者（
①
〜
⑤
）の
す
べ
て
を
満
た
す
人

①
越
前
町
に
住
所
を
有
す
る
人

②
卒
業
後
3
年
以
内
に
町
内
外
の
事
業
所
に
正

規
雇
用
さ
れ
た
人

③
事
業
所
へ
採
用
後
、
6
か
月
以
上
継
続
し
て

雇
用
さ
れ
て
い
る
人

④
採
用
時
の
年
齢
が
30
歳
未
満
の
人

⑤
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
て
か
ら
5
年
以
上
本

町
に
定
住
し
よ
う
と
す
る
人

奨
励
金
の
額

　
1
人
に
つ
き
5
万
円

問
合
せ
先　
就
労
支
援
室　
☎
３
４‒

８
７
０
５

　

高
齢
な
ど
の
理
由
で
、
屋
根
雪
下
ろ
し
な

ど
の
除
雪
作
業
を
業
者
に
依
頼
し
て
行
っ
た
際

に
、除
雪
に
係
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。 

対
象
者

◦
高
齢
者
（
お
お
む
ね
65
歳
以
上
）
や
身
体
障

が
い
者
の
一
人
暮
ら
し
世
帯

◦
高
齢
者
の
み
の
世
帯

◦
母
子
世
帯
で
、
自
力
で
屋
根
な
ど
の
除
雪
が

困
難
な
世
帯

※
町
民
税
非
課
税
世
帯
に
限
り
ま
す
。

※
町
内
や
福
井
市
・
鯖
江
市
・
越
前
市
・
南
越

前
町
に
屋
根
雪
下
ろ
し
を
依
頼
で
き
る
二
親

等
以
内
の
親
族
が
い
る
世
帯
は
除
き
ま
す
。

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
の
屋
根
雪
下
ろ
し
助
成
の
お
知
ら
せ

支
援
内
容

◦
住
宅
の
屋
根
雪
下
ろ
し
作
業

◦
外
出
に
支
障
と
な
る
必
要
最
低
限
の
宅
地
の

除
雪
作
業

◦
住
宅
に
損
傷
を
与
え
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る

除
雪
作
業

補
助
金
の
額

実
費
用
額
の
2
分
の
1
以
内
で
、
一
冬
期
間

あ
た
り
2
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

問
合
せ
先

　
福
祉
課　
☎
３
４‒

８
７
２
５

I n f o r m a t i o nえちぜん町からのお知らせ
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令和2年度予算の上半期（9月30日現在）の執行状況などをお知らせします

一般会計の収支の状況

特別会計、事業会計の収支の状況 財産の現在高

予算規模

会　　計 当初予算額 補正予算額 予算現額

一般会計 129億5,000万円 33億9,241万6千円 163億4,241万6千円

特別会計 64億9,132万3千円 6,243万円 65億5,375万3千円

事業会計 8億2,984万9千円 37万1千円 8億3,022万円

合　　計 202億7,117万2千円 34億5,521万7千円 237億2,638万9千円

科　　　　目 予算現額
A

収入済額
B

収入率
B ／ A

町 税 2,103,878 1,466,405 69.7%
地 方 譲 与 税 等 621,939 320,821 51.6%
地 方 交 付 税 4,850,000 3,371,966 69.5%
交通安全対策特別交付金 1,500 0 0.0%
分 担 金 及 び 負 担 金 169,695 33,371 19.7%
使 用 料 及 び 手 数 料 79,570 35,839 45.0%
国 庫 支 出 金 3,701,597 2,555,896 69.0%
県 支 出 金 1,095,856 87,331 8.0%
財 産 収 入 100,804 20,516 20.4%
寄 附 金 60,102 35,362 58.8%
繰 入 金 1,449,756 0 0.0%
繰 越 金 217,070 599,730 276.3%
諸 収 入 147,649 25,055 17.0%
町 債 1,743,000 0 0.0%

歳　入　合　計 16,342,416 8,552,292 52.3%

会　計　名 予算現額
A

収入済額
B

収入率
B/A

支出済額
C

支出率
C/A

国 民 健 康 保 険 事 業 2,346,219 902,628 38.5% 896,923 38.2%
介 護 保 険 事 業 2,384,041 1,010,799 42.4% 970,754 40.7%
後期高齢者医療事業 261,642 100,730 38.5% 74,315 28.4%
簡 易 水 道 事 業 537,474 100,479 18.7% 209,208 38.9%
公 共 下 水 道 事 業 566,518 80,185 14.2% 238,897 42.2%
集 落 排 水 事 業 304,903 42,265 13.9% 108,575 35.6%
温 泉 事 業 96,415 5,407 5.6% 3,421 3.5%
農林漁業体験実習館事業 28,927 3,067 10.6% 7,475 25.8%
土 地 区 画 整 理 事 業 27,614 0 0.0% 2,702 9.8%

合　　　　　計 6,553,753 2,245,560 34.3% 2,512,270 38.3%

種　　　　　別 現　在　高

公  

有  

財  

産

土 地 2,771,031㎡
建 物 203,614㎡
山 林 1,629,476㎡
物 権 17,501㎡
有 価 証 券 1,500千円
出資による権利 642,364千円

基
金

一 般 会 計 6,753,455千円
特 別 会 計 243,157千円

町債の現在高
区　　　　　分 現　在　高

一 般 会 計 10,373,983千円
特
別
会
計

簡 易 水 道 事 業 1,724,874千円
公共下水道事業 1,681,388千円
集 落 排 水 事 業 739,359千円

事
業
会
計

上 水 道 事 業 1,482,320千円
国民健康保険病院事業 514,252千円

合　　　　　計 16,516,176千円

会 計 名 区　分
収　　　入 支　　　出

予算現額
A

収入済額
B

収入率
B ／ A

予算現額
C

支出済額
D

支出率
D ／ C

上水道事業
収益的収支 261,210 131,775 50.4% 261,210 157,997 60.5%
資本的収支 89,199 52,805 59.2% 152,820 75,485 49.4%
合　　　計 350,409 184,580 52.7% 414,030 233,482 56.4%

国民健康保険
病 院 事 業

収益的収支 299,115 100,014 33.4% 299,115 195,204 65.3%
資本的収支 48,838 0 0.0% 117,075 65,709 56.1%
合　　　計 347,953 100,014 28.7% 416,190 260,913 62.7%

※資本的収入が資本的支出に対し不足する分は損益勘定留保資金など
で補てんしました。

科　　　目 予算現額
A

支出済額
B

支出率
B ／ A

議 会 費 98,190 48,620 49.5%
総 務 費 4,460,667 2,703,515 60.6%
民 生 費 3,493,316 1,314,327 37.6%
衛 生 費 1,111,356 486,695 43.8%
労 働 費 47,079 42,966 91.3%
農 林 水 産 業 費 862,259 207,120 24.0%
商 工 費 991,895 492,592 49.7%
土 木 費 1,300,660 159,118 12.2%
消 防 費 914,842 279,344 30.5%
教 育 費 1,601,306 489,530 30.6%
公 債 費 1,164,188 573,812 49.3%
諸 支 出 金 88,056 0 0.0%
予 備 費 14,427 0 0.0%
災 害 復 旧 費 194,175 50,000 25.7%
歳 出 合 計 16,342,416 6,847,639 41.9%

■歳入 （単位：千円）

■特別会計の収支の状況 （単位：千円）

■事業会計の収支の状況 （単位：千円）

■歳出 （単位：千円）

　令和2年度上半期の「一般会計、特別会計、
事業会計の予算規模、収支の状況」と「財産、
町債の現在高」をお知らせします。
　なお、予算現額には令和元年度からの繰
越額は含まれておりません。

問合せ先　企画財政課　☎34‒8702

冬に多くなる病気を予防しましょう冬に多くなる病気を予防しましょう
消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ
I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署 丹 生 分 署　☎36‒0119
 朝日分遣所　☎34‒0119
 越前分遣所　☎37‒0119
 http://www.fd-sabaenyu.jp/

工事等発注一覧（予定価格250万円以上）  10月16日〜11月15日
工　　　事　　　等　　　名 地　係 請負金額 請負業者名 主管課

越前町役場旧本庁舎解体工事 西 田 中 96,140,000 ㈱松田工務店 庁舎建設室
令和２年度 （県単）織田地区農道舗装工事 織 田 4,400,000 山中建設㈱ 農林水産課
令和２年度  玉田橋橋梁下部工事（その１） 上 川 去 23,254,000 西田中建設㈱ 建 設 課
令和２年度  玉田橋橋梁下部工事（その２） 上 川 去 29,700,000 ㈱丸安建設 建 設 課
令和２年度  上小川橋補修工事 小 川 18,579,000 丹南開発㈱ 建 設 課
令和２年度  下小川橋補修工事 小 川 5,238,750 斉藤建設㈱ 建 設 課
令和２年度  町道青少年旅行村線 道路災害復旧工事（第1003号） 大 谷 寺 6,567,000 ㈲江指組 建 設 課
令和２年度  牛越橋ほか橋梁補修工事 牛越ほか 5,556,100 斉藤建設㈱ 建 設 課
令和２年度  町道中部縦断線消雪施設整備事業送・散水管布設工事
  （その１） 江 波 7,535,000 木村建設㈱ 建 設 課

令和２年度  町道米ノ厨線90-3号橋詳細設計等業務 厨・茂原 7,535,000 ㈱サンワコン 建 設 課
令和２年度  町道市・乙坂線道路改良工事 市 3,278,000 ㈱四ヶ浦建設 建 設 課
令和２年度  玉川源泉地老朽宿泊施設解体工事 玉 川 71,390,000 ㈱大生 上下水道課
令和２年度  漁業集落排水処理施設機器取替工事 梅浦ほか 11,495,000 ㈱大生 上下水道課
令和元年度（繰） 宮崎中学校外壁・庇改修工事 樫 津 20,449,000 橋本建設㈱ 学校教育課

「ヒートショック」の対策

　本格的に寒くなってきました。気温が低くなると
「ヒートショック」が原因と思われる救急出動が多く
発生しています。

　「ヒートショック」とは温度の変化によって急に血圧が変動することにより、心臓や血管に負担が
かかり体に異変をきたすことを言います。
　例えば、入浴のために暖かい居間から寒い浴室へ移動すると、体温が低下しないように血管が縮み、
急に血圧が上がります。逆に暖かいお湯につかると血管が広がって急に血圧が下がり、結果として
意識を失ったり急病が発生したりすることがあります。

あらかじめ脱衣室や浴室は暖房器具等で暖めておきま
しょう。
ヒートショックは温度差が原因となるため、入浴前に脱
衣室や浴室を暖めておくことがポイントです。

お湯の温度は、41度以下に設定しましょう。
自動お湯はり機能がある給湯器なら、リモコンで設定可
能です。熱いと感じないぬるめのお湯にしてください。

入浴前に水分補給をしましょう。
入浴していると、意外と知らない間に汗をかいていま
す。入浴前に水分補給することで、熱中症などの予防に
もつながります。

ポイントポイント
❶❶

ポイントポイント
❷❷

ポイントポイント
❸❸

入浴前には家族に一言かけましょう。
家族の中で声をかけ合うことで、何かあった
場合でも助け合うことができます。

いきなり湯舟に入らず、かけ湯をしてから入
りましょう。
かけ湯をしてお湯に慣らす
ことでヒートショック対策
につながります。湯舟のお
湯やシャワーで、手足から
お湯をゆっくりかけ、入浴
に向けて準備しましょう。

ポイントポイント
❹❹

ポイントポイント
❺❺

町からのお知らせ I n f o r m a t i o nえちぜん
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冬への備えは万全ですか？ 12月1日から7日までは、「雪に備える週間」です。
冬を迎えるにあたってのルールやマナーを守り、安全・安心な冬を過ごしましょう。

※今月号折込のチラシも
　あわせてご覧ください。

これから寒くなるにつれて、凍結により水が出なくなったり、
水道メーターや水道管が破損するおそれがありますので、次のことに注意しましょう。

冬季の上下水道料金について
　冬季は積雪のため、水道メーターの検針ができない場合があります。検針ができなかった月の上下水道料金は、
最後に検針できた月の9割を概算で請求し、その後検針できた月に精算します。
　なお、概算請求の場合は、検針のお知らせ票に「積雪のため概算で請求させていただきます」とメッセージが記
載されます。
　精算は、概算請求のメッセージがなくなった月にされますので、あらかじめご了承をお願いします。

◦ 車のタイヤは、冬用のものに必ず交換しましょ
う。交換前には、タイヤの摩耗の度合いも確認
しましょう。

◦ 耐寒用品などを含めた非常持ち出し品を準備し
ておきましょう。

◦ 路上駐車は除雪作業を妨げるだけでなく、緊急
車両の通行の妨げにもなるため、絶対にしない
でください。

◦ 道路際の木や竹が折れたり、雪の重さで垂れ
下がり、道をふさいで通行
ができないことがあります。
土地の所有者は、冬に備え
てあらかじめ剪定や伐採を
お願いします。

・蛇口や水道メーターの
周りに保温材や布を巻
いて保温する。

・凍結したと思われる部分（蛇口、水道管など）に
布をかぶせ、その上からぬるま湯をかけて溶かす。

※熱湯を直接かけると破損するおそれがあります
のでご注意ください。

・凍結防止のために水を出しっぱなしにしない。

・融雪のために水道水を使用しない。

・冬季に使用しない小屋や空き家など、蛇口の閉
め忘れや水道管の破裂がないか点検する。

・水道メーターボックス内の
止水栓を閉めて水を止める。

※上下水道課と給水装置指定
工事店へご連絡ください。

◦寒い屋外で雪かきをするときは、健康管理に十
分注意しましょう。

◦ 降積雪時は、マイカーの利用をなるべく控え、
公共交通機関を利用しましょう。

◦ 道路への雪の投げ捨ては、止めましょう。

◦ 小型除雪機による事故や屋根の雪下ろしによる
転落などには十分注意しましょう。

◦ 生活道路や歩道、バス停、消火栓、防火水槽、
用水路付近も地域ぐるみで雪かきをしましょう。

問合せ先　建設課　☎34‒8703

問合せ先　上下水道課　☎34‒8707

雪対策で快適な冬を

　冬季の水道使用の注意点

冬の準備はお済みですか？

雪が降るまでに雪が降るまでに

凍結防止のために凍結防止のために

凍結により水が出ないときは凍結により水が出ないときは

水不足防止のために水不足防止のために

水道管が破裂したときは水道管が破裂したときは

雪が降ったら雪が降ったら

年末年始のごみ収集日程のお知らせ

朝　日　地　区
令和2年12月 令和3年1月
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Ａ
地
区

可 燃 ご み ○ ○ ○ ○ ○
不燃ごみ・空き缶・空き瓶・
乾 電 池 類 ・ス プ レ ー 缶 ○ ○

ペットボトル・紙パック・蛍光灯 ○

プラスチック製容器包装 ○

西田中・東内郡・内郡・朝日・上川去・春日・岩開・佐々生・宇田・気比庄・新庄・馬場・田中・田中団地・市・乙坂・栃川
宮の西団地・天王・宝泉寺・金谷・青野・青野団地・茱原・小倉・小倉団地・葛野・野田・下糸生・脇・上糸生

Ｂ
地
区

可 燃 ご み ○ ○ ○ ○ ○
不燃ごみ・空き缶・空き瓶・
乾 電 池 類・ ス プ レ ー 缶 ○

ペットボトル・紙パック・蛍光灯 ○

プラスチック製容器包装 ○

町営朝日団地・漆本・頭谷・境野・横山・牛越・野末・大畑・上野田団地・大谷寺・中野・大玉・清水・森・杖立・小川・真木・天谷

※朝日地区の可燃ごみ最終収集日は、12月30日（水）です。年始は、1月4日（月）から収集します。
※不燃ごみ、空き缶、空きビン、ペットボトルなどは、1月6日（水）から収集します。
※プラスチック製容器包装は1月5日（火）に収集します。

織　田　地　区
令和2年12月 令和3年1月

23
㈬

24
㈭

25
㈮

26
㈯

27
㈰

28
㈪

29
㈫

30
㈬

31
㈭

1
㈮

2
㈯

3
㈰

4
㈪

5
㈫

6
㈬

7
㈭

8
㈮

Ａ
地
区

可 燃 ご み ○ ○ ○ ○ ○
不燃ごみ・空き缶・空き瓶・ペットボトル・
紙 パ ッ ク・乾 電 池 類・ス プ レ ー 缶 ○

プラスチック製容器包装 ○
新 聞 紙・ 雑 誌 類・
ダ ン ボ ー ル・繊 維 類 ○

鎌坂・北・東・高橋・辻・馬場・上野・寺家（一部Ｂ地区）・平等・下河原・矢倉・上戸

Ｂ
地
区

可 燃 ご み ○ ○ ○ ○ ○
不燃ごみ・空き缶・空き瓶・ペットボトル・
紙 パ ッ ク・乾 電 池 類・ス プ レ ー 缶 ○

プラスチック製容器包装 ○
新 聞 紙・ 雑 誌 類・
ダ ン ボ ー ル・繊 維 類 ○

寺家（一部Ａ地区）・杉の花・市場・堤・中・大王丸・三崎・打越・四ツ杉・下山中・上山中・細野・岩倉・笹川・桜谷・山田・赤井谷・
入尾・笈松・萩野の里・脇谷・丸山団地・西ヶ丘

※織田A地区の可燃ごみ最終収集日は、12月30日（水）です。年始は1月4日（月）から収集します。
※織田B地区の可燃ごみ最終収集日は、12月30日（水）です。年始は1月5日（火）から収集します。

自己搬入の場合
鯖江クリーンセンター　☎51–2310
年末特別搬入  12月30日（水）　午前8時30分〜 11時30分まで受入れします。
※年始は、1月4日（月）から通常営業します。
※年末は大変混雑しますので、時間に余裕をもって搬入してください。

し尿収集の申し込み
㈲ニュークリーン公社　☎34–5512
12月21日（月）までに申し込みがあれば、年内に収集します。
※年始は、1月5日（火）から通常営業します。

問合せ先　住民環境課　☎34‒8708

○印（収集日）

※ごみカレンダーは、町ホームページにも掲載しています。

※宮崎地区・越前地区は、各世帯に配布しているごみカレンダーをご覧ください。

町からのお知らせ I n f o r m a t i o nえちぜん
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コロナ禍を早く鎮まれ願う日々	 嵐　喜美枝
早々とこたつ布団買い求め	 笹下　利行川 柳越前陶芸村文化交流会館 耐震補強工事に伴う長期休館のお知らせ

休館期間　10月1日から令和3年3月31日（予定）まで

12月の越前陶芸村スケジュール

〜 12/13㈰ 陶芸館秋期企画展　わたしの湯のみ
福井県陶芸館

〜 12/28㈪ わたしのいちおし展
越前焼の館

〜 12/28㈪ Window Gallery　「てにをは」
越前焼の館

〜 12/28㈪ Gallery　ＣＵＢＥ ステイホームのほっこり時間
越前焼の館

〜 1/31㈰ 北陸最大！越前焼『二千色の陶あかり』
福井県陶芸館

5㈯
▼ 

6㈰
つまみ細工で飾るクリスマスリース
越前古窯博物館　旧水野家住宅

6㈰ 窯元接客デー
越前焼の館

12㈯ さくらいとの X'mas Party ★
福井県陶芸館　幽石庭

19㈯
▼ 

20㈰
灯りがともるやきもののクリスマスツリーをデコろう
福井県陶芸館　陶芸教室

期　　間	 2021年1月31日（日）まで
応募方法	 ① Instagramで「福井県陶芸館」をフォロー
	 ②『二千色の陶あかり』会場で写真撮影
	 ③2つのハッシュタグをつけて Instagramに投稿
	 　「#陶あかり」　「#陶芸館フォトコンテスト」

福井の伝統工芸アイドル「さくらいと」
が「二千色の陶あかり」特設ステージに
出演します。
幻想的なイルミネーションの中で素敵な
ひとときを…。
期　間　12月12日（土）	 時　間　18：00～
場　所　福井県陶芸館　幽石庭	 料　金　入館料のみ　有料指定席あり

陶あかりフォトコンテスト

さくらいとの X'mas Party ★

「二千色の陶あかり」北陸最大！ 越前焼

問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

〜1/31日

関連企画

問合せ先　越前焼の館　☎32‒2199

問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

12/6日

12/19土、20日12/5土、6日

毎月第1日曜日は若手作家が作品の説明や想い
を語りながら接客します。
普段とは違うおもてなしがお楽しみいただけます。

“ やきもののツリー ”
に絵の具やラインス
トーン、モールなどを
飾り付けて、自分だけ
のクリスマスツリーを
作ろう！	

つまみ細工で作ったポインセチア
を飾り付けてクリスマスリース
を作ります。
楽しい体験のあとは限定の
クリスマス干菓子と
お抹茶で一服どうぞ。

窯元接客デー

灯りがともるやきものの
クリスマスツリーをデコろうクリスマスリース

期　間　12月6日（日）　※毎月第1日曜日
時　間　9：00~17：00
場　所　越前焼の館

期　間　12月19日（土）、20日（日）
時　間　14：00～
場　所　福井県陶芸館　陶芸教室
料　金　1,500円（LEDミニキャン

ドル・木の幹付き）
定　員　各日20人（事前予約優先）

特別講師　ハナムスビ　水野氏
期　　間　12月5日（土）、6日（日）
時　　間　10：00～、13：30～
場　　所　越前古窯博物館　旧水野家住宅
料　　金　2,800円　お抹茶干菓子付き
定　　員　各回5人（事前予約優先）

1投稿1枚まで。何度でも投稿OK！
応募作品はイベント・広報等に使用させていただく場合があります。
2次利用の活用に承諾いただける人のみご応募をお願いします。

椿　窯　五島	彩子	さん
豊彩窯　吉田	雄貴	さん
踏青舎　泉　	直樹	さん

12月担当

つまみ細工で飾る

福井県陶芸館の日本庭園を色鮮やかに染め上げる幻想的な世界を写真
に収めて最高の一枚をインスタグラムに投稿しよう。グランプリには
H.I.S. 旅行券3万円分、その他各入賞者には豪華景品をプレゼント！
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０
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０
０
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催
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縮
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催
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２
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０

施　　設　　名
令和2年12月 令和3年1月

電話番号26
㈯

27
㈰

28
㈪

29
㈫

30
㈬

31
㈭

1
㈮

2
㈯

3
㈰

4
㈪

5
㈫

朝
日
地
区

福井総合植物園プラントピア 〇 〇 × × × × × × × 〇 × 34–1120
道の駅「パークイン丹生ヶ丘」 〇 〇 〇 〇 × × × × × × × 34–2850
越前町老人福祉センター「幸若苑」 × × × × × × × × × ○ 〇 34–2095
糸 生 温 泉「泰 澄 の 杜」 〇 〇 〇 〇 〇 〇 午前10時〜

午後10時 〇 〇 〇 × 34–2322

宮
崎
地
区

越 前 陶 芸 村 文 化 交 流 会 館 × × × × × × × × × × × 32–3200
福 井 県 陶 芸 館 〇 〇 × × × × × × × × 〇

32–2174
越 前 古 窯 博 物 館 〇 〇 × × × × × × × × 〇
越 前 焼 の 館 〇 〇 〇 × × × × × × 〇 〇 32–2199
花 み ず き 温 泉「若 竹 荘」 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × 〇 32–2753
お も い で な フ ァ ー ム 〇 〇 〇 〇 〇 午前9時〜

正午 × × × × × 32–3545
越前町老人憩いの家「陶寿園」 〇 〇 × × × × × × × × 〇 32–3105

越
前
地
区

道 の 駅 「 越 前 」 〇 〇 〇 〇 〇 午前9時〜 
午後5時 × 午前9時〜午後5時 〇 〇

37–2360越 前 温 泉 露 天 風 呂「漁 火」 〇 〇 〇 〇 〇 午前11時〜
午後5時 × 午前11時〜午後5時 〇 〇

ア ク テ ィ ブ ハ ウ ス 越 前 〇 〇 × × × × × × × 〇 ×
越 前 が に ミ ュ ー ジ ア ム 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 37–2626

越前うおいち
1 階 売 店 〇 〇 〇 〇 〇 午前9時〜

午後3時
× × 午前9時〜

午後4時
〇 〇

37–2500
2 階 レストラン 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇

越 前 温 泉「な ぎ さ の 湯」 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 正午〜
午後8時 〇 〇 37–0637

越 前 温 泉「道 の 湯」 〇 〇 × × × × × × × 〇 〇 37–2260
越前温泉露天風呂「日本海」 〇 〇 〇 〇 〇 午前11時〜 

午後5時 × 午前11時〜午後5時 〇 〇 39–1126
越 前 岬 水 仙 ラ ン ド 〇 〇 〇 〇 〇 午前9時〜 

午後4時 × 午前9時〜午後4時 〇 〇 37–2501

織
田
地
区

織 田 文 化 歴 史 館 〇 〇 × × × × × × × × 〇 36–2288
雨 田 光 平 記 念 館 × × × × × × × × × × 〇 36–2666
オ タ イ コ ･ ヒ ル ズ × × × × × × × × × × × 36–2061
悠 久 ロ マ ン の 杜 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 36–2050

※あくまでも予定ですので、変更する場合があります。詳しくは各施設へお問合せください。
※織田文化歴史館は、令和3年3月末までは常設展示室のみ見学できます。

年末年始の施設営業日のお知らせ

広報 えちぜん15 令和 ２ 年 12 月号

I n f o r m a t i o nえちぜん

広報 えちぜん 14令和 ２ 年 12 月号

みんな集まれ福井県陶芸館・越前古窯博物館
☎32‒2174

開館時間／ 9：00	～	17：00（最終入館は16：30）
休館日／月曜（祝日を除く）祝日の翌日、年末年始

越前焼の館
☎32‒2199

開館時間／平　日	10：00	～	16：00
　　　　　土日祝	9：00	～	17：00
休館日／年末年始のみ陶芸村だより



山畑で来年も来る約束を	 富田コズエ
共白髪感謝の寝息聞くふとん	 渡辺　照子川 柳新品の布団が眠る夜具ダンス	 松村　典子

我が布団寝れる幸せ感謝する	 武藤　久子川 柳

こちら健康増進係 み な さ ん の 健 康 づ く り を 応 援 し ま す ！第60回
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

問合せ先　健康保険課　☎34–8710

新型コロナウイルス感染症を予防しましょう

感染リスクが高まる「5つの場面」

感染リスクを下げながら感染リスクを下げながら
会食を楽しむ工夫会食を楽しむ工夫

❶	少人数・短時間で、

❷	なるべく普段一緒にいる人と、

❸	深酒・はしご酒などはひかえ、
適度な酒量で。

◦箸やコップは使い回わさず、一人ひとりで。

◦座の配置は斜め向かいに。
 正面や真横はなるべく避ける
 食事の際に、正面や真横に座った場合には感
染したが、斜め向かいに座った場合には感染
しなかった報告事例があります

◦会話する時はなるべくマスク着用。
 フェイスシールド・マウスシールドはマスク
に比べ効果が弱いことに留意が必要です。

◦換気が適切になされているなどの工夫をして
いる、ガイドラインを遵守したお店で。

◦体調が悪い人は参加しない。

飲酒を伴う懇親会など

◦飲酒の影響で気分が高揚すると注意力が低下しま
す。また、聴覚が鈍くなり、大きな声になります。

◦特に敷居などで区切られている狭
い空間に、長時間、大人数が滞在
すると、感染リスクが高まります。

◦また、回し飲みや箸などの共用が
感染のリスクを高めます。

マスクなしでの会話

居場所の切り替わり

◦マスクなしに近距離で会話をすることで、飛沫感染
やマイクロ飛沫感染での感染リスクが高まります。

◦マスクなしでの感染例としては、
昼カラオケなどでの事例が確認さ
れています。

◦車やバスで移動す
る際の車中でも注
意が必要です。

◦仕事での休憩時間に入った時など、居場所が切り替わると、
気の緩みや環境の変化により、感染リスクが高まることが
あります。

◦休憩室、喫煙所、更衣室での感染が疑われる事例が確認さ
れています。

大人数や長時間におよぶ飲食

◦長時間におよぶ飲食、接待を伴う飲食、深夜のはし
ご酒では、短時間の食事に比べて、感染リスクが高
まります。

◦大人数、例えば5人以上の
飲食では、大声になり飛
沫が飛びやすくなるため、
感染リスクが高まります。

狭い空間での共同生活

◦狭い空間での共同生活は、長時間にわたり閉鎖空間が
共有されるため、感染リスク
が高まります。

◦寮の部屋やトイレなどの共
用部分での感染が疑われる
事例が報告されています。

場面
1

場面
2

場面
3

場面
5

場面
4

飲酒をするのであれば、

子育て世代包括支援センターだより子育て世代包括支援センターだより
││ ││

││
├├ ├├

├├

問合せ先　子育て世代包括支援センター
　　　　　☎34–8821

「えちぜんっこアプリ」by 母子モ
をご利用ください

　「えちぜんっこアプリ」は越前町が提供する、安心して
お使いいただける子育てアプリです。
　これからの子育てに役立つ機能が沢山ありますので、
ぜひ、紙の母子手帳と合わせてお使いください。

þ	妊娠中の記録（お母さんや赤ちゃんの
体重等）をグラフで確認できる

þ	妊娠週数に応じて自分の身体の状態や
気をつけることが把握できる

þ	これから必要になる届出や手続きの情
報を逃さずキャッチできる

þ	町からのお知らせが届く
 （イベント情報や災害時の緊急情報等）

þ	町の子育て施設をカンタンに検索できる

þ	予防接種も簡単に管理できる（最適な
接種日の自動表示・受け忘れ防止のお
知らせ機能）

þ	子どもの健診の日程や教室の情報を逃
さずキャッチできる

þ	「入浴をはじめた」 「はじめてのお出か
け」など、写真とコメント付きで日々
の出来事を思い出として残せる

þ	お子さまの成長記録や思い出を、パパ
やおじちゃん・おばあちゃんにも共有
でき、家族全員で成長を見守れる

※ このアプリは電子ならではの便利な機能を使って紙の
母子手帳を補完するものです。健診や予防接種の時は
母子健康手帳が必要です。

※ このサービスは、「ルナルナ」を運営する（株）エムティー
アイが開発・運営しています。

もしくは

妊娠期

産後・
子育て期

カンタン
登録

母子モで（ボシモ）
で検索！！！

ＱＲコード
から！！！

検  索母子モ

妊娠から出産、
子育てまでを
フルサポート

利用料は
かかりません
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齢重ね願いは一つピンコロで	 山内　千代
ふんわりと干せた布団で寝る至福	 山谷　ゆり川 柳里恋し布団の中は母の海	 司辻　文子

満天の星に明日の幸願う	 向当みつ子川 柳

こころとからだのカレンダー

♠休日当番医（午前9時〜午後5時）
12月 6 日㈰ 橘医院 ☎36–0015
12月13日㈰ 長田内科胃腸科医院 ☎32–2774
12月20日㈰ 藤田医院 ☎34–0044
12月27日㈰ 伊部病院 ☎34–0220
12月29日㈫ 藤田医院 ☎34–0044
12月30日㈬ 織田病院 ☎36–1000
12月31日㈭ 織田病院 ☎36–1000
※変更になる場合があります。受診前にご確認ください。

♥2歳児歯科健診
12月 8 日㈫ 午後 1 時30分〜 4 時 織田コミュニティセンター

♠心をいやす相談会（予約制）
12月12日㈯ 午前 9 時30分〜正午 朝日保健センター（朝寿殿）
※電話相談になる場合があります。

♥すくすく教室
12月 3 日㈭ 午前 9 時30分〜正午 織田コミュニティセンター

♥5歳児健診
12月10日㈭ 午後 1 時〜 4 時 織田コミュニティセンター

♥マタニティスクール
12月12日㈯ 午前 9 時30分〜正午 越前町生涯学習センター

♦わいわい広場（子育てサロンのお部屋開放）
毎週水、金曜日 子育てサロンの後　午後 2 時まで 社会福祉センター

第1 〜 4土曜・祝日 午前 9 時30分〜午後 2 時まで 社会福祉センター

12月29日（火）から1月3日（日）まではお休みです。

♦子育てサロン
毎週水、金 午前 9 時30分〜 11時30分 社会福祉センター

♦くらしの困りごと相談会（予約制）
12月 1 日㈫

午後 1 時〜 4 時
宮崎コミュニティセンター

12月15日㈫ 織田コミュニティセンター

問合せ先 ♠健康保険課 ☎34‒8710
 ♥子育て世代包括支援センター ☎34‒8821
 ♦越前町社会福祉協議会 ☎34‒2388

♦介護おはなし会（予約制）
12月21日㈪ 午後 1 時〜 3 時 宮崎コミュニティセンター

受　付　時　間 健診※1 肺がん 胃がん 乳がん 子宮頸がん

12月 6 日㈰ サンライズ織田
午前 9 時〜 11時 ● ● ●

受付10時まで ● ●
定員に達しました

午後 1 時〜 3 時 ● ● ●

12月23日㈬
朝日保健センター（朝寿殿） 午前 9 時〜 11時 ● ●

宮崎コミュニティセンター 午後 1 時30分〜 3 時30分 ● ● ●

★大腸がん検診はすべての会場で検査容器の配布・回収をしています。 
※1　肝炎検査・ピロリ菌検査・前立腺がん検診もあわせて実施。また、がん検診はすべて事前に予約が必要です。 

♠集団健康診査（予約制）

♥離乳食教室
12月15日㈫ 午前 9 時30分〜正午 織田コミュニティセンター

♥助産師さんとの座談会
12月16日㈬ 午前 9 時30分〜正午 はぎの子育て支援センター

♥1歳6か月児健診
12月17日㈭ 午後 1 時〜 4 時 織田コミュニティセンター

雑誌の無償提供を行います雑誌の無償提供を行います

　町立図書館で所蔵していた雑誌を無償提供します。多くのみなさんにご利用いただくため、お一人様1
タイトルにつき3冊までとさせていただきます。また、新型コロナウィルス感染拡大防止のため、2回に
分けて実施します。

場　　所　町立図書館　こどものへや　　　提供雑誌　平成30年4月号〜平成31年3月号

会　　期　12月5日（土）〜

　　　　　12月19日（土）〜

図書館だ
より

an・an 安心 URALA オレンジページ
子どもの科学 saita 趣味の園芸 住まいの設計
ダ・ヴィンチ 日経ビジネスアソシエ Newton harumi
PHP プレジデント プレジデントファミリー 文藝春秋
ゆうゆう

OCEANS きょうの料理 クーヨン 暮らしの手帖
クロワッサン 芸術新潮 サライ 週刊新潮
すてきにハンドメイド 中央公論 図書館雑誌 Number
七緒 日経マネー non・no 婦人公論

問合せ先
町立図書館  ☎34–0395　　越 前 分 館  ☎37–7713
宮 崎 分 館  ☎32–7713　　織 田 分 館  ☎36–2288

“わづみ館”からこんにちは

前回に引き続き、利用者の中から、公募展で入賞・入選した陶芸作品の一部を紹介します。
わづみ館は、明るく楽しい雰囲気の中で、気軽に「越前焼」の陶芸体験ができる施設です。

日々多くの利用者が切磋琢磨しながら作品制作に励んでいます。
あなただけのオリジナル作品を一緒に作ってみませんか。

令和元年「第 32 回市美展ふくい」
福井新聞社賞

『欧
ヨ ー ロ ッ パ

羅巴の村』　仲井 公秀 作　
妻との欧州の旅。教会のあるとある

小さな村での一夜。その家々の赤い屋根、
星の美しさを表現したいと思いました。

平成 26 年「第 65 回福井県総合美術展」
入選

『飛躍』　轟 秀雄 作
鳥人間コンテストの映像を観た。
我も飛んでみたい。鳥のように。

極めて薄く軽い羽根を表現してみました。

作品紹介

問合せ先 　わづみ館　☎36‒1922

わづみ館

　『フレイル』とは、年齢とともに全身の
筋力や心身の活力が低下し、介護が必要に
なりやすい状態のことをいいます。いつま
でも元気に生活ができるように50〜 70歳
代の人を対象に、フレイル予防サポーター
養成講座を毎年開催しています。フレイル
予防サポーターは主にフレイルチェック教
室のボランティアとして活動しています。

　フレイル予防サポーターになることで自身もフレ
イルに気を付けるようになり、サポーターで集まる
機会もあるため社会参加に繋がります。また、フレ
イル予防サポーターは、同じ黄緑色のポロシャツを
着てチームで活動しています。少しでも興味のある
人は12月14日（月）までに地域包括支援センターま
でお申し込みください。

フレイル予防サポーターを募集しています！フレイル予防サポーターを募集しています！
Freil prevention supporter

問合せ先　問合せ先　地域包括支援センター　☎34–8729

日　時   12月17日（木）
  午前9時〜午後3時45分
会　場   織田コミュニティセンター
  多目的ホール
対象者   おおむね50歳〜 70歳代の人
服　装   動きやすい服、ストッキング不可
持ち物   昼食、水分補給できる物

フレイル予防サポーター養成講座フレイル予防サポーター養成講座
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広報えちぜんは
「マチイロ」で配信中

花手桶約束だけは破れない	 原　　榮子
天高し布団干したし腰痛し	 木下百合子川 柳

保育所（園） 実　施　日 電話番号

朝 日 西 保 育 所 12月は実施しません 34–5602

朝 日 南 保 育 所 12月は実施しません 34–1614

あ さ ひ 保 育 所 12月は実施しません 34–0081

あさがお保育園 要問い合わせ 34–1110

宮崎中央保育所 12月は実施しません 32–2067

小 曽 原 保 育 所 12月は実施しません 32–2039

陶 の 谷 保 育 所 12月は実施しません 32–3014

西 徳 寺 保 育 園 要問い合わせ 37–1354

四 ヶ 浦 保 育 園 12月は実施しません 37–0305

織 田 保 育 所 12月は実施しません 36–0160

はぎのこども園 要問い合わせ 36–0396

た い ら 保 育 園 要問い合わせ 36–0251
※内容などは、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
11
月
15
日
現
在
）

（
11
月
15
日
現
在
）

人口と世帯
（11月1日現在）

人　口 21,008 人

　男 10,217 人
　女 10,791 人
世帯数 7,255 戸

（前月より21人減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

　
こ
の
写
真
は
、11
月
3
日
に
福
井
総
合
植
物
園
プ

ラ
ン
ト
ピ
ア
で
行
わ
れ
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
開
封

式
の
様
子
で
す
。

　

こ
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
は
、
20
年
前
の
西
暦

２
０
０
０
年
と
い
う
記
念
の
年
に
、朝
日
町
子
ど
も

会
育
成
連
絡
協
議
会
が
企
画
し
、当
時
の
朝
日
・
常

磐
・
糸
生
小
学
校
の
児
童
、約
百
人
の
思
い
出
の
品

を
埋
め
た
も
の
で
す
。

　
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
中
に
は
、茶
封
筒
に
入
れ
ら

れ
た
自
分
あ
て
の
手
紙
や
似
顔
絵
、流
行
っ
て
い
た

漫
画
や
雑
誌
、
埋
め
た
日
の
新
聞
な
ど
が
あ
り
、
大

人
に
な
っ
た
児
童
た
ち
は
、懐
か
し
そ
う
に
当
時
の

こ
と
を
振
り
返
り
、旧
交
を
温
め
合
っ
て
い
ま
し
た
。

表
紙
の
写
真

　
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン

ト
が
中
止
・
延
期
と
な
り
、多
く
の
人
た
ち
の
人
生

に
、大
き
な
影
響
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。来
年
は
、

こ
の
経
験
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
、「
い
ろ
い
ろ

大
変
だ
っ
た
け
ど
、
み
ん
な
で
乗
り
越
え
た
ね
」
と

笑
っ
て
話
せ
る
年
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
切
に
願
う

ば
か
り
で
す
。

編
集
後
記

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
8989

―
『
黄
檗
版
一
切
経
』
編

―
『
黄
檗
版
一
切
経
』
編    

⑬⑬  

――

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。

問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱
　　　　　番組制作課　☎51–0101

12月の越前町関連の番組放送予定

たんなんスマイルTV（デジタル091ch）

※町公式動画チャンネルで、「いきいき情報局」
を放送開始日から同時配信中 !

  バックナンバーを含め、いつでも「いきい
き情報局」がご覧いただけます。

丹 南 ケ ー ブ ル テ レ ビ ガ イ ド
知ってる人が

出演してるかも ?

学
Ｍ 

こ
ん
に
ち
は
。
今
回
も
経
典
が
編
纂
さ
れ
て
い

く
過
程
に
つ
い
て
、ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

Ｅ
子 

前
回
の
話
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。
仏
教
の

開
祖
で
あ
る
ブ
ッ
ダ
が
亡
く
な
る
と
、弟
子
た

ち
が
集
ま
り（
第
一
結け

つ

集じ
ゅ
う）、ブ
ッ
ダ
の
説
い
た

教
え（
経き

ょ
う

）
と
、
ブ
ッ
ダ
の
定
め
た
生
活
規
則

（
律り

つ

）に
つ
い
て
、ま
と
め
ま
し
た
。

学
Ｍ 

そ
う
で
す
ね
。
こ
の
時
に
、
初
め
て
経
典
が
成

立
し
ま
す
。

Ｅ
子 

し
か
し
、ブ
ッ
ダ
の
入
滅
後
お
よ
そ
一
〇
〇
年

が
過
ぎ
る
と
、
生
活
規
則
の
う
ち
一
〇
項
目

（
十

じ
ゅ
う

事じ

の
非
法
）を
め
ぐ
っ
て
対
立
が
生
じ
、仏

教
教
団
は
保
守
派
で
あ
る
上

じ
ょ
う

座ざ

部ぶ

と
改
革
派

で
あ
る
大だ

い

衆し
ゅ

部ぶ

に
分
裂（
根
本
分
裂
）し
ま
す
。

 

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
対
立
が
起
こ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
？

学
Ｍ 

仏
教
が
広
い
地
域
で
多
く
の
人
々
に
受
容
さ

れ
る
に
つ
れ
て
、イ
ン
ド
国
内
の
み
な
ら
ず
周

辺
の
地
域
へ
も
教
団
の
活
動
拠
点
が
拡
大
し

て
い
き
ま
す
。

 

す
る
と
、各
地
域
の
生
活
様
式
に
し
た
が
い
修

行
方
法
も
変
化
し
、多
様
化
し
て
い
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

Ｅ
子 

具
体
的
に
は
、ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
？

学
Ｍ 

例
え
ば
、
ブ
ッ
ダ
の
定
め
た
生
活
規
則
で
は
、

僧
侶
が
身
に
纏ま

と

う
袈け

裟さ

は「
糞ふ

ん

掃ぞ
う

衣え

」
で
あ
る

と
規
定
さ
れ
ま
す
。
糞
掃
衣
と
は
汚
れ
果
て
た

ボ
ロ
布
で
仕
立
て
ら
れ
る
衣
で
、非
常
に
粗
末

な
も
の
で
す
。

 

で
は
、現
代
の
日
本
で
、こ
の
よ
う
な
袈
裟
を
着

て
い
る
僧
侶
に
会
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

Ｅ
子 

な
い
で
す
ね
。
お
坊
さ
ん
の
袈
裟
は
立
派
な
も

の
が
多
い
で
す
。

学
Ｍ 

も
と
も
と
ブ
ッ
ダ
は
温
暖
な
地
域
を
中
心
に

活
動
し
て
い
た
の
で
、糞
掃
衣
で
も
充
分
で
し

た
。
し
か
し
、
雪
の
降
る
よ
う
な
寒
い
地
域
で

は
、
薄
い
衣
だ
け
で
は
凍
え
て
し
ま
い
、
修
行

ど
こ
ろ
か
生
命
に
も
関
わ
り
ま
す
。

 

仏
教
が
伝
わ
っ
た
中
国
や
日
本
も
寒
い
た
め
、

衣
を
重
ね
着
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
次
第
に

袈
裟
に
関
す
る
規
定
は
形
骸
化
し
、だ
ん
だ
ん

華
美
な
も
の
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

Ｅ
子 

地
理
的
な
異
な
り
が
大
き
な
影
響
を
与
え
た

の
で
す
ね
。

学
Ｍ 

ま
た
、時
代
の
変
遷
に
よ
る
生
活
環
境
の
変
化

も
重
要
で
す
。
ブ
ッ
ダ
が
活
動
し
て
い
た
頃
に

比
べ
て
、根
本
分
裂
が
起
こ
っ
た
時
代
に
は
商

工
業
が
発
達
し
、貨
幣
経
済
が
浸
透
し
ま
す
。

 

す
る
と
、僧
侶
へ
の
供
養
で
あ
る
托た

く

鉢は
つ

に
も
変

化
が
生
じ
る
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
生
活
に
必

要
な
最
低
限
の
食
糧
な
ど
を
献
じ
て
い
た
の

で
す
が
、食
事
の
代
わ
り
に
貨
幣
や
金
銀
な
ど

を
施
す
人
々
が
増
え
て
き
ま
す
。

 

食
事
の
場
合
、食
べ
て
し
ま
え
ば
な
く
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
貨
幣
や
金
銀
は
蓄
財
す
る
こ
と

が
で
き
、最
低
限
の
生
活
必
需
品
し
か
所
有
を

許
さ
な
か
っ
た
律
の
規
定
に
反
し
て
し
ま
う

の
で
す
。

Ｅ
子 

だ
か
ら
、
十
事
の
非
法
で
は「
金
銀
を
受
け
取

る
こ
と
」が
問
題
と
な
っ
た
の
で
す
ね
。

学
Ｍ 

根
本
分
裂
で
は
、
改
革
派
の
大
衆
部
が「
一
〇

項
目
の
内
容
に
つ
い
て
は
教
団
の
活
動
地
域

や
活
動
状
況
に
適
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、従

来
の
規
則
を
柔
軟
に
運
営
す
べ
き
」と
主
張
し
、

保
守
派
と
対
立
し
ま
し
た
。

Ｅ
子 

な
る
ほ
ど
！　
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

【
参
考
文
献
】

佛
教
史
学
会　

編『
仏
教
史
研
究
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』

法
蔵
館　
二
〇
一
七
年

東
内
郡 

山や
ま

中な
か　

月つ
き

乃の

（
正
吾
、
女
）

気
比
庄 

前ま
え

原は
ら　

陽ひ

咲な
た

（
陽
大
、
男
）

小
曽
原 

熊く
ま

谷が
い

穂ほ

乃の

花か

（
友
斗
、
女
）

江　

波 

山や
ま

谷た
に　

　

蓮れ
ん

（
勝
平
、
女
）

樫　

津 

山や
ま

下し
た　

凛り
ん

栞か

（
大
輔
、
女
）

佐
々
生 

宮
川
ひ
さ
子
さ
ん
（
99
歳
）

佐
々
生 

井
上
ゆ
き
え
さ
ん
（
72
歳
）

佐
々
生 

藤
井　

清
作
さ
ん
（
77
歳
）

田　

中 

大
橋　

義
雄
さ
ん
（
100
歳
）

乙　

坂 

小
原　

正
人
さ
ん
（
74
歳
）

天　

王 

内
藤
と
み
子
さ
ん
（
92
歳
）

茱　

原 

國
兼
ヒ
デ
子
さ
ん
（
96
歳
）

下
糸
生 

和
田　

繁
夫
さ
ん
（
80
歳
）

上
糸
生 

渡
辺　
　

强
さ
ん
（
98
歳
）

小
曽
原 

石
川
志
げ
の
さ
ん
（
91
歳
）

小
曽
原 

木
原　

一
士
さ
ん
（
86
歳
）

江　

波 

西　

佐
恵
子
さ
ん
（
85
歳
）

樫　

津 

近
藤
す
み
ゑ
さ
ん
（
91
歳
）

梅　

浦 

平
田
シ
メ
ヨ
さ
ん
（
93
歳
）

　

宿 

相
木　

秀
吉
さ
ん
（
79
歳
）

小　

樟 

藤
澤
壽
美
子
さ
ん
（
88
歳
）

小　

樟 

宮
下　
　

勝
さ
ん
（
88
歳
）

小　

樟 

中
野　

博
信
さ
ん
（
85
歳
）

小　

樟 

山
矢　
　

弘
さ
ん
（
88
歳
）

道　

口 

網
渕　

靜
子
さ
ん
（
83
歳
）

高　

佐 

奥
山　

義
孝
さ
ん
（
96
歳
）

高　

橋 

稲
田　

誠
𠮷
さ
ん
（
78
歳
）

　

辻 

小
辻　

一
美
さ
ん
（
86
歳
）

寺　

家 

岩
渕　

武
雄
さ
ん
（
93
歳
）

大
王
丸 

田
中
た
か
子
さ
ん
（
92
歳
）

大
王
丸 

五
島　
　

彰
さ
ん
（
87
歳
）

岩　

倉 

佐
々
木
と
よ
子
さ
ん
（
95
歳
）

赤
井
谷 

佐
々
木
ヱ
ミ
子
さ
ん
（
75
歳
）

入　

尾 

佐
々
木
弘
子
さ
ん
（
81
歳
）

■ 「Jr.+（ジュニアプラス）」
熱中！スポーツキッズ
織田卓球スポーツ少年団

【12月5日㈯～12月11日㈮】
萩野小学校　ふるさと太鼓発表会

【12月19日㈯～12月25日㈮】

※新型コロナウイルス感染症に関する
地域情報番組を放送しています。

■ 「越前町いきいき情報局」
①7：55～　　②12：55～
③19：55～　 毎日5分間放送中 !
冬の対策は万全に

【12月1日㈫～12月4日㈮】
だしのうま味を知ろう

【12月5日㈯～12月18日㈮】
米粉を使ったトルティーヤ作り

【12月19日㈯～12月31日㈭】

学芸員 M

E 子

梅　

浦 

吉よ
し

田だ　

海か
い

璃り

（
健
、
男
）

寺　

家 

黒く
ろ

﨑さ
き

郷ご

羽う

希き

（
優
介
、
男
）
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み
ん
な
で
築
こ
う 

人
権
の
世
紀

人権擁護委員の活動を紹介します

12
月
4
日
～
10
日

「
第
72
回
人
権
週
間
」

　
昭
和
23
年
12
月
10
日
は
国
際
連
合
総
会
で
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
日
で
す
。

　
宣
言
に
は
、「
す
べ
て
の
人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か
つ
、
尊
厳
と
権
利
と
に
つ
い
て
平

等
で
あ
る
」
と
う
た
わ
れ
、
そ
の
日
は
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
ま
だ
に
い
じ
め
や

虐
待
な
ど
の
子
ど
も
の
人
権
問
題
、
外
国
人
や
障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
他
人
を
誹ひ

謗ぼ
う

中
傷
し
た
り
、
個
人
の
名
誉
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
し
た
り
す
る
と
い
っ
た
悪
質
な
事
案

が
社
会
問
題
化
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
12
月
4
日
か
ら
10
日
を
「
第
72
回
人
権
週
間
」
と
定
め
、啓
発
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
の
機
会
に

「
思
い
や
り
の
心
」 「
か
け
が
え
の
な
い
命
」
な
ど
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
み
な
さ
ん
の
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
差
別
、
虐
待
、
い
じ
め
な
ど
「
こ
れ
は
人
権
問
題
か
な
？
」
と
感
じ
た
ら

一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

12
月
10
日
～
16
日

　
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
つ
い
て
、
国
民
の
認
識
を
さ

ら
に
深
め
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
と
連
携
し
つ
つ
北
朝
鮮
当
局
に
よ

る
人
権
侵
害
問
題
の
実
態
を
解
明
し
、
そ
の
抑
止
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
平
成
18
年
6
月
に
「
拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権

侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
毎
年
12
月
10
日

か
ら
16
日
ま
で
は
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
拉
致
問
題
は
、
わ
が
国
の
国
民
的
課
題
で
あ
り
、
こ
の
解
決
を
始
め

と
す
る
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
が
国
際
社
会
を

挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
さ
れ
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
関
心
と

認
識
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、
こ
の
問
題

に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

拉致被害者の1日も早い帰国を目指し、政府は全力で取り組んでまいります。

拉致問題の解決のためには、私たち一人ひとりの強い想いが必要です。

拉致問題その他北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めよう
http://www.rachi.go.jp/拉致問題対策本部ホームページ http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken103.html法務省ホームページ

12月
10日～16日

北朝鮮
人権侵害問題
啓発週間

必ず必ず
取り戻取り戻すす。。

日時：12月12日（土） 14時～
主催：政府 拉致問題対策本部、法務省
※詳細は、追って拉致問題対策本部ホームページに掲載されます。

場所：イイノホール（東京都千代田区内幸町2丁目1-1）（予定）
※ウェブ配信も行う予定

お問合せ先：03‐3581‐8898

政府主催  拉致問題に関する国際シンポジウム

人権の花運動

人権教室

　保育園児を対象に、花を
育てることによって、情操
を豊かにし、命の大切さや
相手を思いやる心を育むこ
とを目的として、毎年実施
しています。

特設人権相談所の開設
　毎年6月と12月に人権擁護委員による人権に関する相談を
行っています。
　困りごとや心配ごとがあったら、お気軽にご相談ください。
相談は無料で、秘密は厳守されますので、ご安心ください。

　人権教室は、いじめなどに
ついて考える機会を作ること
で、子どもたちが相手を思い
やる心を体得し、命の大切さ
に気づくことなどを目的とし
ています。
　小学校低学年児童を対象に、「人権かるた」や
「絵本の読み聞かせ」、「紙芝居」を行っています。

人権に関する図書を紹介しています

人KENまもる君 人KENあゆみちゃん

問
合
せ
先　
男
女
共
同
参
画
・
人
権
室

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

８
７
１
５

町内の各図書館では
人権週間期間中、人権図書コーナーを設け、
人権に関する図書を紹介しています。

人権図書 PR本
『LGBTと家族のコトバ』	………………………… LGBTER
『人権って何だろう？』…アジア・太平洋人権情報センター
『パワハラ問題』…………………………………… 井口　博
『夢うばわれても』………………………………… 蓮池　薫

8人の人権擁護委員は、年間を
通して学校での人権教室を行い、
子どもたちに人権啓発を

行っています。

心があたたかく

なる言葉を

探せるかな？
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大豆油インキで印刷しています
再生紙を使用しています
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町ホームページ
http://www.town.echizen.fukui.jp
過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

（携帯電話用）

町ホームページQRコード 町公式動画チャンネルQRコード

（スマートフォン用） （スマートフォン用）

●宮崎子育て支援センター●

輝け！ No.6

今年はコロナ感染防止を考え、個別でも楽しめるような行事を考えています。
子育て中のママたちが楽しめる企画も取り入れていますので、お気軽に参加してみてください。

行ってみよう！子育て支援センター

12月のイベント

11日（金）	 ★クリスマス会　午前10時〜
※参加費300円が必要です。参加費を添えて
　お申し込みください。（先着10人）

※事前に予約が必要です。
   宮崎子育て支援センターまでご連絡ください。

☎32–2323

海
み

土
ど

里
り

ちゃん

滋
じ

味
み

うまごはん 材料（約4人分）
米………………………………220g
しょうゆ……………… 大さじ2/3
酒………………………… 小さじ1
塩……………………… 小さじ1/3
干ししいたけ………………… 1枚
干しひじき……………………… 2g
うすあげ……………………… 20g
にんじん……………………… 20g

大根…………………………… 80g
大根の葉（小松菜） ………… 10g
しらす干し…………………… 10g
ごま油…………………… 小さじ1
しょうが（おろし） … 小さじ1/2
みそ……………………… 大さじ1
しょうゆ……………… 小さじ1/2
ごま…………………………… 適量

① 米にAの調味料を入れてさくら飯にします。
②干ししいたけはもどして千切り、ひじきは水につけてもどし水気をきっておきます。
  うすあげは油抜きをして短冊切り、にんじん、大根は皮をむかずに千切りにします。
  大根の葉は細かく切り、ゆでて冷水で冷まし、水気をしぼります。
③鍋にごま油をひき、おろししょうがとしらす干しを入れて炒め、取り出します。
  にんじん、大根、ひじき、しいたけ、うすあげとしいたけのもどし汁を加えながら
炒めます。Bの調味料を加え、汁気をとばすように炒めます。
④③の具とゆでた大根の葉とごまをさくら飯に混ぜてできあがりです。

作り方

みどりちゃん
のひとこと

この料理名の「滋
じ

味
み

」とは、栄養豊富でおいしいという意味があります。にんじん、大根は皮ごと調理しておいしくいただき
ましょう。

海土里ちゃん

教えて  第6回

　みなさん、こんにちは。越前町食育推進マスコットキャラクターの越前 海
み

土
ど

里
り

です。
　今回は、食材を丸ごといただく「滋

じ

味
み

うまごはん」を紹介します。みなさん、石塚左玄という人
物を知っていますか。福井県出身で、初めて「食育」という言葉を提唱した人物です。その教えの
一つに栄養は食べ物の一部分にあるのではなく、全体にあり、なるべくそのまま丸ごと食べるのが
身体によい「一

いち

物
ぶつ

全
ぜん

体
たい

食
しょく

」というものがあります。

サンタさんに
プレゼントもらったよ│

★2日（水）は
　絵本読み聞かせの日

★ 去年のクリスマス会の様子 ★★ 去年のクリスマス会の様子 ★

楽しい思い出作りが

出来ました

オムツアート
コーナーも
あるよ

マジック

ショー

A

B
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